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1. はじめに 
一般の家庭において、土地の権利書や有価証

券、賞状などの普段出し入れしないような貴重

な書類は、棚の奥などにしまい込んでしまい、

必要な時にその収納場所が分からなくなること

がある。また、膨大な書類などのうち、特定の

ものが必要な場合、その書類がどこにあるのか

分からなくなることもある。近年では自宅で貴

重品を管理する場合、空き巣などからの被害を

少しでも抑えるために、貴重品を一箇所にまと

めて収納するのではなく、自宅の中に分散して

収納する人が増えている。分散して貴重な書類

などを管理する場合、定期的に収納場所の確認

しなければ、必要な時に収納場所が分からなく

なり、探すのに手間がかかってしまう。 

これらの問題点をふまえ、本研究では家庭内

において、貴重な書類や物品を管理するシステ

ムを提案する。本システムでは、物品に固有の

ID を付加して管理する。ID を付加する方法には

様々なものがあり、文字やバーコードによる記

載や、RFID の張付けなどが挙げられる。文字や

バーコードを記載した場合、書類などが重なっ

ていると、視覚的に捉えることのできるものし

か ID の検出ができない。そのため、重なった書

類や物品など、見えないものを検出することが

できない。そこで、本システムでは透過性の高

い電波を用いている RFID を用いて、物品の管理

を行う手法を提案する。 

 

2. システム概要 
本研究は、家庭内で収納してある貴重品を PC

で管理し、電波を利用した認識技術である RFID

を用いて、貴重品の収納場所の特定を行うシス

テムを構築する。使用する RFID には、通信距離

が長く指向性が高い 950MHzRFID と環境の影響に

強く通信に信頼性のある 13.56MHzRFID を組み合

わせて使用する。また、950MHzRFID リーダのア 

 

 

 

 

ンテナには、RFID タグの設置による制約の少なさ

を考慮して円偏波のアンテナを使用する。 

 管理を行いたい貴重品に固有 ID を割り当てた

13.56MHzRFID を貼り、その貴重品を収納する場

所、例えば、箪笥や押入などに固有 ID を割り当

てた 950MHzRFID タグを貼る。RFID タグに書き込

まれている固有 ID と貴重品の名称を PC に登録

する。貴重品が必要になった時、利用者はシス

テムから必要となった貴重品を選択し、貴重品

の場所を捜索する。まず、貴重品の大まかな場

所を特定するために、通信距離が長く指向性が

高い 950MHzRFID リーダで貴重品を収納している

収納場所に貼った 950MHzRFID タグを検出し、収

納場所を特定する。次に、特定した収納場所の

中から貴重品を特定するために、通信距離が

950MHzRFID より短く、収納場所に貴重品が乱雑

に収納されているような状況でも安定した通信

が可能である 13.56MHzRFID リーダで貴重品に貼

った 13.56MHzRFID タグを検出し、必要となった

貴重品の場所を特定する。このように、捜索状

況に合った最適な RFID を用いて貴重品の場所の

特定を行う。 
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図１ システム概要 

 

 また、収納場所を探索する際、広い範囲での

捜索になるため、本システムでは２つの機能を
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提案した。 
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3. タグ・セット機能 
 収納場所を捜索する際、950MHzRFID リーダが

捜索対象の RFID タグから遠いと検出するのに時

間がかかったり、検出が困難になったりする場

合がある。そこで、対象の RFID タグに隣接して

いる RFID タグを同時に検出することによって捜

索精度をあげる機能である。 

 

 
図 2 タグ・セット機能 

 

4. 出力調整機能 
 使用する 950MHzRFID リーダは２M から３M 離

れた場所の RFID タグを読み取ってしまうために、

一定の出力で探索してしまうと RFID タグの特定

が困難である。そのため、出力を調整すること

により、読み取り範囲と読み取り距離を小さく

していくことで貴重品の収納場所の探索精度を

あげる機能である。 

 

 
図 3 出力調整機能 

 

5. 評価 
 本システムで貴重品の収納場所を捜索する際

に使用する 950MHzRFID の読み取り実験を行った。

測定場所で、壁や椅子などの障害物による誤差

はあるものの、最長で２ｍから 2.5ｍ強の通信が

可能であることがわかった。自宅内での、限ら

れた範囲で RFID タグを捜索する場合には、十分

な精度といえる。また、図４と図５に示すよう

に、RFID リーダの出力を下げていくと通信距離

と読み取り可能な角度が徐々に低下していくこ

とが分かった。このことにより、出力調整機能

の有効性を確認することができた。 
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図 4 出力と読み取り角度(950MHzRFID) 
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図 5 出力と通信距離(950MHzRFID) 

 

 また特定した収納場所から貴重品を捜索する

際に使用する 13.56MHzRFID に関しては、RFID タ

グと RFID リーダとの距離が 30cm 付近で読み取

り範囲が狭くなっていき、45cm 付近で RFID タグ

が読めなくなった。貴重品を捜索する場合、貴

重品が収納されている箪笥や、押入れなどの狭

い範囲で捜索するので本システムで用いる

13.56MHzRFID リーダは十分な精度であると言え

る。 

 

6. まとめ 
本研究では、家庭内で管理されている貴重品

を管理し、利用者が貴重品をどこにしまったの

か忘れてしまった場合に貴重品を探すのを支援

するシステムを提案した。本システムを用いる

ことで利用者は、必要な貴重品の収納場所が分

からなくなってしまった場合でも、比較的容易

に貴重品の場所を探すことが可能となった。 

 本システムは収納場所と貴重品にのみ RFID タ

グを貼っているが、今後さらに部屋のドアや廊

下などに RFID タグを貼り、ID を組み合わせて管

理することにより、よりスムーズで効率的に貴

重品の場所を特定できることが期待できるため、

検討していく予定である。 

参考文献 

[1] RFID ハンドブック“非接触 IC カードの原理と

応用” 日刊工業新聞社 2004 

[2] RFID テクノロジ｜無線 IC タグの実用化情報

サイト 日経 BP社 

http://itpro.nikkeibp.co.jp/rfid/index.html

http://itpro.nikkeibp.co.jp/rfid/index.html

	tyt_no: 
	typ_page1: 3-300
	tyt_a: 
	typ_page: 
	tyt_head: 
	tyt_head1: 情報処理学会第68回全国大会


